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、

1，501戸〈十 1)
7，414人〈十 9)

3，683人〈十 4)

3，731人(+5) 

(55年 9月 1日現在〉

村のようす

玉
川
村
農
業
災
害
対
策

本
年
六
月
下
旬
よ
り
引
続
い
た
低
温
長
雨
等
の
異

常
気
象
に
よ
り
発
生
し
た
農
作
物
の
被
害
は
、

日
カミ

た
つ
に
つ
れ
て
増
大
し
、
昭
和
二
十
八
年
、
二
十
九

年
、
五
十
一
年
を
上
廻
る
戦
後
最
大
の
冷
害
と
な
り

ま
し
た
。

特
に
本
村
東
部
地
域
の
水
稲
は
銘
柄
米
で
あ
る
、

農
林
二
十
一
号
の
作
付
面
積
が
多
い
た
め
、
そ
の
被

害
は
甚
大
で
殆
ん
ど
青
立
ち
の
状
態
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
陸
穏
、
葉
た
ば
こ
、
養
蚕
、
大
、
小

、
白
菜
、
大
根
等
に
被
害
を
受
け
九
月
十
五
日
現

在
の
推
定
被
害
額
は
三
億
一
千
万
円
に
達
し
て
居
り

ま
す
。

し
、
被
害
状
況
の
調
査
を
は
じ
め
、
種

も
み
の
確
保
、
穂
い
も
ち
病
防
除
費
の
助
成
、
救
農

の
実
施
、
災
害
資
金
の
融
資
枠
の
確
保
等

講
じ
て
お
り
ま
す
。

A 

冷
害
視
察
の
村
議
会
一
行
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会

「親父の海」を唄う須藤利次さん

恒
例
の
玉
川
村
敬
老
会
は
九
月
十
三

日
午
前
十
時
か
ら
、
玉
川
村
体
育
館
に

村
内
七
十
五
才
以
上
の
高
令
者
一
一
一
二
ハ

名
を
招
い
て
聞
き
、
村
長
の
式
辞
や
来

賓
の
祝
辞
の
あ
と
敬
老
年
金
証
書
、
敬

老
祝
金
、
年
金
が
授
与
さ
れ
、
ま
た
、

今
年
八
十
才
以
上
に
な
っ
た
夫
婦
四
組

と
、
今
年
八
十
才
に
な
っ
た
岩
法
寺
の

矢
吹
精
助
さ
ん
、
矢
吹
コ
ウ
さ
ん
(
九

九
才
)
親
子
に
特
別
記
念
品
を
贈
り
式

典
を
終
り
、
昼
食
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
入
り
、
ー村
か
ら
の
記
念
品
や
い
た
だ

い
た
お
好
問
、
お
祝
い
の
お
酒
で
懐
旧

談
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
泉
、
須
釜

婦
人
会
の
踊
り
の
名
手
た
ち
に
よ
る

「
秋
田
甚
句
」
な
ど
十
数
曲
の
踊
り
と

飛
び
入
り
の
「
親
父
の
海
」
な
ど
美
声

「
笛
」
の
特
技
を
披
露
し
、
拍
手
喝
采

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

最
後
に
婦
人
会
全
員
と
老

λ
が
一
緒

に
大
き
な
輪
と
な
っ
て
盆
踊
り
で
腰
を

の
ば
し
、
賑
か
の
う
ち
に
、
ま
た
来
年

も
元
気
に
会
お
う
と
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。
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A 

4 

得
意
の
笛
で
、
岩
苔
唯
こ
さ
ん

老敬のA、
= 盛A 

ー砂

人

，会、
7;;: 

り

踊

婦

の

中

一
皆
さ
ん
の
な
か
に
は
、
日
常
生
活

一
に
お
い
て
、
役
所
や
、
公
社
、
公
団

…
等
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
苦

…
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
お
持
ち
の

一
方
が
多
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
週
間
中
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談
を
行

一
っ
て
居
り
ま
す
、
秘
密
を
守
り
、
毅

一
切
、
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

一
是
非
御
利
用
下
さ
い
。

一
十
月
十
三
日
、
定
例
相
談

一

村

心

配

ご

と

相

談

所

一
十
月
十
五
日
、
巡
回
相
談

一

須

釜

公

民

館

圃
十
月
十
六
日
、
合
同
相
談

一

玉

川

村

役

場

…

十

月

十

七

日

、

座

談

会

…
時
間
は
い
づ
れ
も
午
後
一
時
よ
り

一
午
後
三
時
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

一
尚
、
玉
川
村
行
政
相
談
員
は

一
玉
川
村
大
字
小
高
字
池
ノ
入
九
九

一

一

一

一

輪

貞

夫

一

電

話

一

ニ

ニ

七

O

一
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も

一
御
連
絡
下
さ
い
。

行政相談週間
10月12日'""'-'10月18日まで
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土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と
き
の
税
金
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土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
こ
の
譲
渡
所
得

に
対
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
人

の
一
年
間
の
す
べ
て
の
所
得
を
合
計
し

て
税
金
を
-
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

の
譲
渡
所
得
は
、
他
の
所
得
と
分
離
し

て
税
金
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場

合
の
譲
渡
所
得
と
、
そ
の
税
金
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

昭和55年 10月 1日

八
譲
渡
所
得
の
計
算
方
法
〉

3 

譲
渡
所
得
は
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て

計
算
し
ま
す
。

譲
渡
価
格
i

ハ
取
得
費
+
譲
渡
費

用
〉

1
譲
渡
所
得

譲
渡
価
搭
と
は
、
売
っ
た
土
地
や
建

物
の
売
却
代
金
で
す
。

取
得
費
と
は
、
売
っ
た
土
地
や
建
物

を
買
入
れ
た
時
の
購
入
代
金
や
購
入

手
数
料
の
こ
と
で
す
。
取
得
費
が
わ

か
ら
な
い
と
き
な
ど
は
、
譲
渡
価
格

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
取
得
費
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

譲
渡
費
用
と
は
、
土
地
や
建
物
を
売

る
た
め
に
直
接
支
出
し
た
費
用
で
、

例
え
ば
、
仲
介
手
数
料
、
測
量
費
、

借
家
人
に
支
払
っ
た
立
退
料
、
建
物

を
取
壊
し
て
土
地
を
売
っ
た
と
き
の

取
壊
し
費
用
な
ど
で
す
。

八
譲
渡
所
得
に
か
か
る
税
額

の
計
算
〉

譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
し
た
土
地
や
建

物
を
い
つ
か
ら
持
っ
て
い
た
か
に
よ

っ
て
、
長
期
と
短
期
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
法
で
税
額
を
計
算

し
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
昭
和
四
十
三

年
以
前
に
取
得
し
た
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
の
こ
と
を

い
い
、
短
期
譲
渡
所
得
と
は
、
昭
和

四
十
四
年
以
降
に
取
得
し
た
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

(
注
〉
昭
和
田
十
七
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
自

以
前
か
ら
沖
縄
県
に
住
ん
で
い
る
人

が
、
沖
縄
県
に
持
っ
て
い
た
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
と
き
は
、
昭
和
田
十

七
年
一
一
一
月
三
十
一
日
以
前
に
取
得
し

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
譲
渡
所
得

は
長
期
譲
渡
所
得
と
な
り
ま
す
。

一
、
長
期
譲
渡
所
得
の
税
額
の
計
算

ま
ず
、
次
の
算
式
で
課
税
長
期
譲
渡

所
得
を
計
算
し
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
i
特
別
控
除
1
課
税

長
期
譲
渡
所
得

特
別
控
除
は
、
普
通
の
場
合
一

0
0

万
円
で
す
。

つ
ぎ
に
、
課
税
長
期
譲
渡
所
得
の
金

額
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
に
税
額
を

計
算
し
ま
す
。

ω、
議
税
長
期
譲
渡
所
得
が
四
、

0
0

0
万
円
以
下
の
場
合

課
税
長
期
譲
渡
所
得
×
ニ

O
M

ω、
課
税
長
期
譲
渡
所
得
が
四
、

0
0

0
万
円
を
超
え
、
入
、

0
0
0万
円

以
下
の
場
合

次
、
の
イ
か
ら
ロ
を
差
引
い
た
金
額
と

八

O
O万
円
と
の
合
計
額
で
す
。

イ
、
へ
課
税
長
期
譲
渡
所
得
×
二
分
の

一
十
そ
の
他
の
課
税
所
得
〉
×
税

率
ロ
、
ハ
一
一
、

0
0
0万
円
+
そ
の
他
の

課
税
所
得
〉
×
税
率

ω、
課
税
長
期
譲
渡
所
得
が
八
、

0
0

0
万
円
を
超
え
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ロ
を
差
引
い
た
金
額
と

の
合
計
額
で
す
。

{
(
課
税
長
期
譲
渡
所
得
i
八、

0
0
0万
円
)
×
四
分
む
一
一
一
E

四、

0
0
0万
円
十
そ
の
他
の
課

税
所
得
〉
}
×
税
率

ロ
、
〈
二
、

0
0
0万
円
十
そ
の
他
の

課
税
所
得
〉
×
税
率

そ
の
越
の
課
税
所
得
と
は
、
譲
渡

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
か
ら

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
差
引
い
た

金
額
で
す
。

税
率
は
、
一
般
の
所
得
に
適
用
す

る
税
率
で
す
。

な
お
、
国
又
は
地
方
公
共
間
体
に

イ

譲
渡
し
た
場
合
や
、
日
本
住
宅
公

団
等
に
対
し
て
霞
良
住
宅
地
の
造

成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し

た
場
合
に
は
、
課
税
長
期
譲
渡
所

得
が
四
、

0
0
0万
円
ま
で
は
一
一

O
Mの
比
例
税
率
に
よ
り
、
四
、

0
0
0万
円
を
超
え
る
部
分
は
譲

渡
益
の
ニ
分
の
一
を
総
合
課
税
し

た
場
合
の
上
穣
税
額
に
よ
り
課
税

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
税
負
担
の

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
一
、
短
期
譲
渡
所
得
の
税
額
の
計
算

次
の

ωと
ωの
ニ
つ
の
方
法
で
計

算
し
た
金
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

多
い
額
が
、
短
期
譲
渡
所
得
の
税

額
と
な
り
ま
す
。

鐙
期
譲
渡
所
得
に
は
、
長
期
譲
渡

所
得
の
よ
う
な
一

O
O万
円
の
特

別
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
普

通
の
場
合
は
短
期
譲
渡
所
得
が
そ

の
ま
ま
課
税
短
期
譲
渡
所
得
に
な

り
ま
す
。

ω、
課
税
短
期
譲
渡
所
得
×
四

O
ガ

ω、
次
の
イ
か
ら
ロ
を
差
引
い
た
金

額

の

二

O
労
相
当
額

イ
ハ
課
税
短
期
譲
渡
所
得
i
五

O
万
十
そ
の
他
の
課
税
所
得
)

×
税
率

て
そ
の
他
の
課
税
所
得

x
税
率

八
特
殊
な
譲
渡
の
場
合
の
特

別
控
除

V

次
の
よ
う
な
特
殊
な
譲
渡
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
特
別
控
除
が
あ

り
ま
す
。

一
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
建
物
と
そ

の
敷
地
を
譲
渡
し
た
と
き
、
一
ニ
、

0
0
0万
円

な
お
、
か
つ
て
居
住
し
て
い
た

建
物
と
そ
の
敷
地
を
、
居
住
し
な

く
な
っ
て
か
ら
一
一
一
年
を
経
過
す
る

日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一

自
ま
で
の
間
に
譲
渡
し
た
と
き

も
、
こ
の
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

二
、
道
路
や
学
校
を
つ
く
る
な
ど
の

収
用
対
象
事
業
の
た
め
に
土
地
な

ど
を
譲
渡
し
た
と
き

一一一、

0
0
0万
円

一
一
一
、
日
本
住
宅
公
団
な
ど
が
行
う
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
た

め
に
土
地
な
ど
を
譲
渡
し
た
と
き

二、

0
0
0万
円

四
、
特
定
の
民
間
住
宅
地
造
成
事
業

な
ど
の
た
め
に
土
地
な
ど
譲
渡
し

た
と
き
:
:
:
一
、
五

O
O万
円

五
、
農
地
保
有
の
合
理
化
な
ど
の
た

め
に
農
地
な
ど
を
譲
渡
し
た
と
き

五
O
O万
円

こ
れ
ら
の
特
別
控
除
は
、
長
期

譲
渡
所
得
か
ら
も
短
期
譲
渡
所
得

か
ら
も
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
い
く
つ
も
の
特
別
控
除

が
受
け
ら
れ
る
場
合
で
も
、
年
間

の
譲
渡
所
得
全
体
を
通
じ
て
、

一一一、

0
0
0万
円
ま
で
の
控
除
が

醸
度
で
す
。

な
お
、
こ
れ
の
特
別
控
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
に
は
、
長
期
譲
渡
所

得
の
一

O
O万
円
の
特
別
控
除
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
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。
空
き
巣
、
忍
び
込
み
、
事

務
所
荒
し
等
「
侵
入
盗
」

の
防
止

広報

ー
、
空
き
巣
ね
ら
い
、
忍
び
込
み
、
事

務
所
荒
し
等
畏
入
盗
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
、
防
犯
知
識
の
普
及
を
は

か
る
。

2
、
家
庭
、
事
業
所
、
商
庖
等
に
対
す

る
訪
犯
診
断
を
実
施
す
る
。

3
、
盗
難
防
止
に
効
果
の
あ
る
錠
前
の

取
付
け
、
ワ
ン
ド
ア

i
ツ

i
ロ
ッ
ク

の
推
進
を
は
か
る
。

4
、
外
出
時
の
施
錠
励
行
及
び
ヱ
戸
か

け
、
カ
ギ
か
け
運
動
」
を
推
進
す

る。

5
、
民
警
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す

る。
。
自
転
車
盗
の
防
止

ー
、
自
転
車
の
防
犯
登
録
及
び
記
名
運

動
を
推
進
す
る
。

2
、
チ
ェ

i
ン
錠
等
盗
難
防
止
に
効
果

の
あ
る
錠
前
の
取
付
け
推
奨
と
施
錠

の
励
行
を
定
着
さ
せ
る
。

3
、
路
上
放
置
自
転
車
の
整
理
及
び
自

転
車
置
場
の
い
っ
せ
い
点
検
を
実
施

す
る
。

。
少
年
非
行
の
防
止

ー
、
少
年
非
行
の
現
状
を
広
報
し
、
各

家
庭
に
お
け
る
少
年
非
行
防
止
運
動

を
推
進
す
る
。

2
、
悲
行
少
年
の
た
ま
り
場
の
解
消
と

補
導
、
保
護
活
動
を
強
化
す
る
。

3
、
シ
ン
ナ
ー
、
ポ
ン
ド
等
薬
物
乱
用

の
防
止
を
は
か
る
と
と
も
に
販
売
活

に
対
す
る
指
導
を
強
化
す
る
。

4
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
!
パ

i
、
高
庖
等

に
お
け
る
万
引
防
止
運
動
を
推
進
す

る。

5
、
少
年
の
健
全
育
成
に
障
害
と
な
る

有
害
環
境
の
排
除
に
努
め
る
。

。
金
融
筋
犯
活
動
の
強
化

ー
、
運
動
期
間
中
す
べ
て
の
金
融
機
関

庖
舗
に
対
す
る
防
犯
診
断
を
実
施
す

る
0

2
、
金
融
機
関
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と

自
主
警
備
体
制
の
整
備
、
促
進
を
は

か
る
。

「
し
め
た
は
ず
し
ま
っ
た

は
ず
で
も
も
う
一
度
」

「
自
転
車
は
カ
ギ
と
名
前
が

よ
い
み
は
り
」

「
愛
の
手
で
の
ば
せ
良
い

子
と
良
い
心
」

私
た
ち
と

国
民
年
金
に
は
、
い
ま
全
国
で
ニ
、

七
八

O
万
人
が
加
入
し
、
五
六
九
万
人

が
年
金
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
国
民

年
金
に
加
入
す
る
人
は
、
農
林
漁
業
、

商
工
業
や
サ

i
ピ
ス
業
な
ど
の
自
営
業

者
・
五
人
未
満
の
事
業
所
の
従
業
員
と

そ
れ
ら
の
家
族
で
す
。

こ
の
障
に
住
む
国
民
で
、
こ
れ
ら
の

職
域
に
い
る
人
や
家
族
は
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
被
用
者
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
二

十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
問
、
必
ず
加

民
年
金

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ

γ
の
奥
さ
ん
な

ど
は
、
希
望
し
て
任
意
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
、
障
害

年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遣

先
年
金
、
寡
婦
年
金
の
七
種
類
が
あ
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
年
金
は
、
物
価
に
芯
じ
て

全
国
防
犯
運
動
が
、
十
月
十
一
自
よ

り
十
月
二
十
日
ま
で
十
日
間
全
国
一
斉

に
行
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
防
犯
団
体
、

職
域
防
犯
団
体
、
関
係
機
関
及
び
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
れ
ノ
、
県
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と

そ
の
他
の
訪
犯
対
策
を
推
進
し
、
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
運
動
の
重
点
事
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

10月守日は

省エネルギーの臼

改
正
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
将
来
目
減
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。思

民
年
金
の
保
際
料
は
、
定
額
で
一

カ
月
一
二
、
七
七

O
円
で
す
。
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
免
捺

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
の
た
め
の

制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
の
力
で
さ
ら
に

大
き
く
育
て
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
住
民
課
園
民
年
金
係
ま
た
は
須

釜
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈テレビ〉見ていないとき

は消しましょう。
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役 場北庁

昭和55年 10月 1日

役場北庁舎建設工事は、現在の役場庁舎が狭くなったので、旧公民

館跡地に建設するもので、このほど入札を行し、、総工費、 8，200万

円で、郡山市の伊藤組建設株式会社が請負し''¥ 9月18日着工の運び

となり、関係者一同による無事工事の完成を祈って起工式が行なわ

れました。
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適
度
な
運
動
で
腸
に
刺
激
を

快
眠
、
快
食
、
快
便
は
健
康
の
三
原
毎
朝
一
回
排
便
が
あ
る
と
理
想
的
で

則
。
朝
の
排
便
で
き
わ
や
か
な
一
日
を
す
。
個
人
差
が
あ
り
二
、
三
日
に
一
回

過

ご

し

ま

し

ょ

う

。

と

い

う

人

も

い

ま

す

。

排

便

が

習

慣

的

便
秘
そ
の
も
の
は
病
気
で
あ
り
ま
せ
に
き
ち
ん
p

と
あ
っ
て
、
不
快
感
が
な
け

ん
が
、
不
快
感
を
と
も
な
い
ま
す
。
ま
れ
ば
心
，配
は
い
り
ま
せ
ん
。

た
体
の
ど
こ
か
に
病
気
が
あ
る
た
め
の

'

お
腹
が
張
る
、
食
欲
が
な
い
、
頭
痛

赤
信
号
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
注

与心
や
由
一ま
い
、
動
停
(
き
)
が
は
げ
し
い

意
し
ま
し
ょ
う
。

ー一宅供
疲
れ
る
、
吹
き
出
も
の
が
出
る

i
!な

マ

注

意

が

必

要

な

便

秘

は

ム

ど

の

症

状

を

伴

う

便

秘

は

要

注

意

で

す
。
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

5 

つ
い
一

O
年
前
ま
で
腎
不
全
と
い
え

ば
救
命
で
き
な
い
不
治
の
病
で
し
た
が

人
工
腎
臓
が
聞
出
さ
れ
て
か
ら
は
、
透

析
療
法
を
う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
腎
不

全
の
患
者
さ
ん
も
延
命
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
じ
た
。
た
だ
、
透
析
療
法
で
は

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

死後の腎臓提供について
ご協力ください。

"・・・・・・・圃園田・・
E
E阻
同

情

.

.

.

.

.

 

マ

便

秘

の

原

因

は

マ

多
く
は
腸
の
緊
張
力
、
あ
る
い
は
腸

の
運
動
の
低
下
に
よ
っ
て
起
き
、
こ
れ

は
常
習
便
秘
と
い
い
ま
す
。

腸
の
炎
症
や
、
腸
に
隣
接
す
る
子
宮
や

か
な
り
の
食
事
や
水
分
の
制
限
を
必
要

と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
週
二

l
一二回

は
通
院
し
て
毎
日
五

J
六
時
間
の
血
液

透
析
治
療
を
一ラ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

、そ
の
上
川

こ
の
治
療
に
か
か
る
費

用
も
莫
大
で
す
。
慢
性
腎
不
全
と
い
う

病
気
は
一
日
一
悪
化
す
る
と
、
患
者
は
一

生
透
析
療
法
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
そ
の
苦
痛
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
透
析
を
受
け
て
い
る
患

者
は
、
わ
が
国
で
昭
和
五
十
四
年
十
二

月
現
在
で
一
ニ

O
、
二
七

O
人
あ
り
、
福

島
県
で
も
約
五
五

O
人
に
達
し
て
お
り

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
社
会
的
、
経
済
的
に

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

腎
不
全
の
治
療
に
は
、
こ
の
透
析
療

法
と
並
ん
で
腎
臓
移
植
が
あ
り
ま
す
。

腎
臓
移
植
で
は
患
者
が
透
析
中
に
必
要

と
さ
れ
て
い
た
食
事
や
水
分
の
制
限
も

国綱嶋・・・・・・園・・圃圃・・』

印
巣
な
ど
に
腫
蕩
が
で
き
て
い
る
た
め

に
、
腸
管
を
圧
迫
し
て
起
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

マ

便

秘

を

な

く

す

に

は

ム

常
習
的
な
便
秘
な
ら
、
適
度
の
全
身

運
動
で
腸
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
第

一
で
す
。
と
く
に
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
な
主
婦
、
一
日
中
机
に
向
か
っ
て
仕

事
を
す
る
人
な
ど
は
、
運
動
を
規
則
的

に
続
け
て
、
便
秘
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

朝
、
起
き
ぬ
け
に
冷
水
か
牛
乳
を
コ

ッ
プ
一
杯
飲
む
と
か
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
海
草
な
ど
繊
維
質
の
多
い
食

品
を
多
く
と
る
の
も
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
便
意
を
感
じ
た
ら
我
慢
を
し
な
い

よ
う
に
1

1

な
く
な
り
、
週
一
一

J
三
回
の
通
院
も
不

要
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
腎
臓
移
植
は

腎
不
全
の
根
本
的
な
治
療
法
と
い
え
ま

す
が
、
何
分
に
も
提
供
さ
れ
る
腎
臓
が

な
け
れ
ば
手
術
は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

腎
臓
移
植
は
欧
米
で
は
広
く
行
わ
れ

す
で
に
約
三

O
、

0
0
0名
近
い
人
が

手
術
を
う
け
、
年
間
で
は
数
千
名
に
達

し
、
数
多
く
の
腎
不
全
に
悩
む
人
た
ち

が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
、
手
術
を
う
け
る
人
が

最
近
除
々
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
こ
の
一

0
年
間
で
ま
だ
一
、
二

O

O
名
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

わ
が
国
で
は
死
後
の
腎
臓
の
提
供
が

少
な
い
た
め
に
、
腎
臓
が
な
か
な
か
入

手
で
き
な
い
こ
と
が
一
つ
の
重
要
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
社
会

通
念
や
宗
教
上
の
倫
理
感
で
、
遺
体
を

尊
ぶ
思
想
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
民
性

は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
死
後
の

腎
臓
提
供
は
遺
体
の
一
部
を
患
者
に
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る

人
々
が
救
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
人
の
身

体
の
中
で
故
人
が
生
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
訳
け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
か
腎
不
全
に
悩
む
人
々
の
た
め

に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
崇
高
な
人

間
愛
で
、
死
後
の
腎
臓
提
供
に
御
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



H

赤
い
羽
根
H

で
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
運
動
は
十
月
一
日
を
期
し
て
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ー

今
年
度
の
福
島
県
の
募
金
目
標
額
は

一
億
七
千
一
一
百
万
円
で
べ
我
が
玉
川
村

は
六
回
一
二
、

0
0
0円
が
達
成
目
標
額

と
な
っ
て
い
ま
、す
。

共
同
募
金
と

、し
で
村
内
各
家
庭
か
ら

拠
出
さ
れ
る
寄
金
は
、
地
域
の
社
会
福

祉
事
業
資
金
ー
と
し
て
、
ま
た
、
県
内
の

施
設
お
.
と
医
配
分
さ
れ
て
有
効
に
使
用

さ
れ
、
地
元
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
還
、

「

中
v

小
企
業
者
に
と
っ
て
、
あ
る
日
突

元
さ
れ
ま
す
ρ
一

然
に
し
か

J

も
予
告
一な

し
に
や
っ
て
く
る

今
年
も
各
一
尽
に
募
金
竜
お
ね
が
い
す
取
引
洗
金
業
'の
倒
産
ほ
ど
こ
わ
い
も
の
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予

たまかわ

ハ
十
月

j
十

八

十

月
〉

秩
雨
前
線
の
影
響
で
、
は
じ
め
天
気

の
ぐ
ず
つ
く
期
間
が
あ
り
、
そ
の
後
は

移
動
性
高
気
圧
が
周
期
的
に
通
り
、
概

し
て
秋
晴
れ
の
目
、
が
多
い
見
込
み
で
す

が
、
一
時
発
達
し
な
低
気
圧
の
影
響
で

広報

赤い羽根共同募金始まる

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
応
分
の
拠
出
を

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

(
共
同
募
金
玉
川
村
分
会
〉

取
引
先
倒
産
の
場
合
の
資

金
手
当
を
い
た
し
ま
す

〈
国
営
中
小
企
業
倒

産
防
止
共
済
制
度

V

月
)

天
気
の
大
き
く
崩
れ
る
日
が
あ
る
で
し

ょ
う
'
0

初
霜
や
初
氷
な
ど
の
季
節
現
象

は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

r

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
、
降
水
量

は
平
年
並
か
や
や
少
な
い
見
込
み
で

す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
の
取
引
先
が
倒
産
し

た
場
合
、
売
掛
金
や
、
受
取
手
形
な
ど

の
回
収
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
」
は

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
、
売
掛
金
や
受

取
手
形
な
ど
の
回
収
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
備
主
で
、
あ
ら
か
じ
め
，掛
金
を

積
立
て
丈
お
き
、
‘
万
一
の
と
き
お
互
い

に
救
済
し
合
う
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
で
す
。

，

加
入
者
は
、
加
入
後
六
か
月
以
上
経

過
し
て
、
取
引
先
が
倒
産
し
、
売
掛
金

や
受
取
手
形
な
ど
の
回
収
出
困
難
と
な

っ
た
場
合
に
、
掛
金
総
額
の
一

O
倍
の

範
囲
内
で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
の
貸

付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
多
数

の
方
が
、
貸
付
け
を
受
け
て
経
営
の
危

機
を
脱
し
、
助
か
っ
た
と
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

制
度
の
特
色

ー
、
貸
付
額
最
高
、
ニ
、
一

O
O万
円

(
掛
金
総
額
の
一

O
倍
以
内
〉

2
、
貸
付
け
は
、
無
担
保
、
無
保
証
人

無
利
子

3
、
返
済
期
間
五
年
(
据
置
期
間
六
ケ

ム
十

一
月
マ

大
き
な
移
動
性
高
気
圧
に
お
お
わ
れ

温
暖
な
秋
晴
れ
の
日
が
多
く
な
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
下
旬
後
半
に
は
発
達

し
た
低
気
圧
が
通
過
し
、
そ
の
後
一
時

冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
雪
の
降
る

所
が
多
い
で
し
ょ
う
。

月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
み
か
や
や

高
く
、
降
水
量
は
平
年
並
み
か
や
や
少

な
い
見
込
み
で
す
。

月
を
含
む
〉
の
毎
月
均
等
償
還

4
、
掛
金
は
、
全
額
損
金
ま
た
は
必
要

e

経
費
に
算
入

@
お
問
い
合
が
せ
は
、
玉
川
村
商
工
会

ま
た
は
、
県
中
小
企
業
担
当
課
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

第
初
回
玉
川
村
民

体
育
祭
開
催

日
月
刊
日
(
金
〉
第
初
田
村
民
体
育

祭
が
玉
川
第
一
小
学
校
々
庭
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

同
大
会
は
、
初
回
を
ω

記
念
し
て
い
ろ

い
ろ
と
趣
向
を
こ
ら
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
参

加
ぐ
だ
さ
い
。

ドライバーのマナー

体:青の 810月10日交通の流れを乱さぬように

問
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

10 4 
日日

社
交
ダ
ン
ス
教
室

第
初
回
村
民
体
育
祭

8
時
鈎
分
開
会
(
玉
一
小
〉

高
令
者
教
室

日
本
画
教
室

社
交
ダ
ン
ス
教
室

日
本
画
教
室

14 
日

28 18 
日日お

め

た

で

ハ
八
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

地

出
生
児
氏
名

保
護
者
名

区

北 竜岩小川

吉須" 法

釜 崎寺高辺

野
崎
真
理
子

車

田

宗

隆

鈴
木
恵
美
子

小

林

由

佳

小

林

広

廟

草
野
は
る
み

森

久

美

子

和勝徳重 喜次

昇

元 男 清 雄 雄男

お

や

み

く
ハ
入
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

地

区

死
亡
者
氏
名
年
令

世
帯

主
名

川

辺

坂

本

作

蔵

坂

倉

ミ

チ

ト文

メ男
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